
令和７年度 第１回
利用促進分科会 資料１

前回の分科会で出た主な利用促進策

1

イベントの開催

利用促進事例の視察

転入者への情報提供

車内放送の工夫

４市町村の魅力発信

その他意見
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イベントの開催

・くじを引き、どの路線に乗るかを決定する。

・各路線の担当市町村がイベントを企画する。
例：バス停からバス停までのウォーキング

寺院やお店などの散策
４市町村の実施イベントと協賛
旧金剛バスの車両に乗って記念写真 など

・１日フリー乗車券の活用を検討。

・乗車中も謎解きゲーム、クイズなどを実施する。

・座席には子どもが座り、保護者には立ってもらう。

富田林市ルート
東條線

太子町ルート
喜志循環線

河南町ルート
さくら坂循環線

千早赤阪村ルート
千早線
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イベント概要・タイムスケジュール

（案）

日時 令和７年秋ごろ

場所 金剛ふるさとバス沿線地域内

規模
８０人（４路線×１０組）
※１組あたり親子２人を想定

参加形式
専用申込みフォーム等による
事前受付

19:30-10:00 富田林駅集合

10:00-10:30 開会式

10:30-11:00 くじ引き（路線決定）

11:00-15:00 各路線でイベント

15:00-15:30 閉会式

15:30-15:30 富田林駅解散
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利用促進事例の視察

日時：令和７年秋ごろ

場所：枚方市内

内容：スタンプラリーイベント

参加費無料

京阪バスIC 1dayチケットを活用

小学生以下は保護者同伴

参考資料１ 昨年度イベントのチラシ
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転入者への情報提供

転入者向けの配布書類に追加したもの

・４市町村広域バスガイド

・金剛ふるさとバス路線図

（分科会を受けて新たに発行）

本分科会からの発案で
実施した利用促進策 第１号

参考資料２ 金剛ふるさとバス路線図
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車内放送の工夫

地域の子どもによる車内アナウンスの実施

検討事項 ・アナウンスはすべてのバス停か特定のバス停のみで行うか。

・バス停名ではなく注意喚起等にすべきか。

・利用促進に関するアナウンスも入れるべきか。

【参考】河内長野市モックルバス

期間：約６ヶ月
（小学生の公募→スタジオでの録音→事業者との調整）

費用：１路線あたり約１０万円
（音声データのバス車載器への導入経費）
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つりかわや てすりを
しっかりもって のりま
しょう。

アナウンス（例）

ゆうせんせきは ひつよう
とされているかたに ゆず
りましょう。

けいたいでんわで つう
わは やめましょう。

おりるときは バスが
とまるまで まちましょ
う。
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４市町村の魅力発信

車内広告で魅力発信

ここがいい！
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その他意見

・駅前駐車場の利用者がバス利用に転換するための施策
（割引券の配布など）

・他の公共交通機関との乗継時間の調整

・高齢者に配慮してキャッシュレス化と現金払いの併用

・通勤通学以外の利用者に対するアプローチの強化

・旧金剛バス車両の活用
（旧金剛バス車両は実は珍しい車両である）

・若者世代に向けたＳＮＳを活用した情報発信
（特派員制度のようなものを設けて学生に協力してもらうなど）


